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教室の 中の 不平等
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保護者の 階層は学校に どの よ うな影響 を及ぼすか
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1．問題意識

　本報 告 の 目的は、保護者 の 階層が学校 に 及ぼ

す影響に つ い て考察す る こ とに あ る。

　昨今 、日本 で は急速 に格差 ・貧 困問題 に注 目

が集まる よ うにな っ て い る。た とえば、耳塚は

子 ど もた ち の 学カテ ス トの 点数 を家庭 の 経 済

状態 が大 き く左 右 して い る こ とを明 らか に し

た （耳塚 2007 ）。また 、OECD の推定に よれ

ば、日本 の 子 ども の 貧困率は 7 人に 1 人 とい

うきわめて 高い 水 準で ある こ とが指摘 され、子

ど も の 貧困問題 に着 目 した 書籍 も増 え て い る

（た とえば 「子 どもの 貧困白書 （子 どもの 貧困

白書編集委員会 2009）」 な ど）。

　 し か し、現在 日本で 展 開 され て い る格差 ・貧

困研究の 多 くは、個 々 の 子 どもに は注 目す る も

の の 、か れ らが通 う学校それ 自体につ い て は 十

分な議論 を展開で きて い な い 。また
一
方 で 、学

校効果研究の 知見 に よれ ば、「社会的経済的に

不利 な立 場に 置か れやす い 子 どもた ち の 人数

が多い こ とそれ 自体」が子 どもた ちの 学力 に マ

イナ ス の 影響 を与える こ とが指摘 され て い る。

日本 におい て も、こ うした影響が存在す る可 能

性 は高い （川 口 2009 ，175 頁 ）。

　こ うし た 点を踏 まえるな らば、私 た ちは単に

個 々 の 子 ども と不平等の 関係 だけでな く、恵ま

れ な い 家庭 の 子 どもが多い こ と（ある い は少 な

い こ と）それ 自体が学校 （あ るい は地域）に及

ぼす影響に つ い て も考察す る必要 があ る 。 本報

告で は、以上 の よ うな問題意識 の もと、保護者

の 階層 が異なる 2 つ の 学校を比較 し、それ ぞれ

の 学校が どの よ うに異なる の か に っ い て考察

して み た い
。

2．本報告 の 意義

　上記 の よ うな問題 を扱 う意義は 、少 な くと も

2 つ ある。1 つ は、日本 の 教育社会学の 小 学校 ・

中学校 を対象 とした 学校 文化論 へ の イ ン パ ク

トで ある 。 も う 1 つ は、教育行政 へ の 示 唆と い

う点にお い て で あ る 。

2．1．学校文化論

　そ もそ も、 日本 の 教育社会学会にお い て は 、

高校 間の 違 い （た とえば高校ラ ン ク）に は 注 目

が集ま る もの の 、小 学校 ・中学校 の 文化は 、
一

枚岩 の よ うな も の として 扱われ る こ とが 多い 。

学校文化 を扱 っ た 同和 地 区児童 の 研 究や ・ニ ュ

ーカ マ
ー児童 の 研 究に して も、しば しば マ イ ノ

リテ ィ の 子 どもた ちを抑圧 す る 日本 の 小 学

校 ・中学校文化 とい うよ うに、全体と し て
一

枚

岩的な 日本 の 学校 文化 像 が想定 され が ち で あ

る よ うに思われ る。

　こ うした研 究は 、日本社会が同 質性 の 高い 社

会で あるとい う前提 に支 えられ て い る 。 か つ て

「一億層 中流」とす ら呼ばれ た時代背景があ る

が故に、こ うし た分析が
一

定 の 妥 当性を持 っ た

（あ る い は今 で も持 っ て い る） の だろ う。

　しか しなが ら、こ うした構 図は、格差 ・貧困

が急 速に 注 目を集 め る よ うに な っ た現在 の 日

本 の 状況を踏ま えれ ば、妥 当性 を失い っ つ あ る

の で はない だ ろ うか。本報告で は、日本 の 小学

校におい て も、階層 とい う教育社会学に とっ て

古 くか ら重要な要素が 、学校文化の 形成に大き

な影 響を持 っ て い る可能性に つ い て 検討 した

い 。
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2．2．教育行政 へ の 示唆

　格差 ・貧困 が強調 され る よ うになっ て なお 、

日本 の 教育行政では 、個 々 の 学校 を平等に扱 う

傾 向が強 い 。た とえば、昨今 の 全国学力 ・学習

状況調査に し て も、個 々 の 学校 の 立地す る条件

は しば しば無視 され、各学校 を同 じ土俵で 競わ

せ る よ うな政策が行われて い る。本報告は 、こ

うした 日本 の 教育行政 に対 す る批判 とし て の

意図 ・意義を持 っ て い る。

3．調査方法 と対象

　調査対 象 としたの は、九 州地方 の 都 市圏に あ

る A 市 の 2 つ の 小 学校 （東小 と西小）で ある。

今回は 、こ の 2 つ の 小 学校 の 4 年生 1 クラ ス

を主な分析対 象 とす る 。 学校 の 選択 には、A 市

の 就学援助を うけ て い る子 どもの 割合 を 目安

に した 。 以 下、それ ぞれ の 学校 の プ ロ フ ィ
ー

ル

にっ い て 簡単 に述 べ て お く。

　まず東小 は就学援助率 5％以 下 の 学校 で あ

る。児童 数は 700 名程度 。 校 区には大企業 の

社宅 や 1 戸建 て が多く、保 護者には 医者 ・弁護

士 ・公務員 な どを仕事に して い る もの が多 い 、

私学進学志向 も強 く、毎年 だい たい 3 割程度 の

子 どもが私 立中学校 へ 進学す る。

　一方 の 西 小 は就学援助率 30％程度 の 学校 で

あ る。児童数は 500 名程度で あ り、校 区に は

同和地 区 を有 して い る。また、校区 内に は 低所

得者層が 多く住む公 営住宅 （西団地）が あ り、

生 活 に困難を抱える家庭 も多 い 。
一

人親家庭の

割合 もだ い た い 20 ％前後 で ある。東小 と異な

り、西 小 で は、ほ とん どの 子 どもが校 区の 中学

校 へ 進学す る。

　両小 学校 の 4 年生 を調査 対象 に選択 した の

は、中学年程度で あれば児童 を対象 と したイ ン

タ ビ ュ
ーが可 能で ある こ と、担任 の 性別 ・年齢

に よ る影響 をある程度排除で きる組み合わせ

が可能だ っ た こ と、A 市の 学カテ ス トが実施 さ

れ る の が 4 年生か らで あるた め学力 との 関連

を把握す る こ とも可能で ある こ と、な どの 理 由

に よ る。

　 2010 年の 4 ．月か ら両校 に調査 に入 り、それ

ぞれ 2 週間に 1 回の ペ ー
ス で 参与観察調査 を

行 っ た。また、参与観察 の データ を補足す るた

め に 、1 学期末 に 4 年生 の 児童全員 を対象 に し

た質問紙調査 を実施 した。そ の 他 、担任お よび

校長 へ の イン タ ビ ュ
ー調査 を行 っ て い る。今回

の 報告は、こ うし て 得 られた データを元に行 う

もの で ある。

4．結果

　 2 つ の 小学校が 大きく異な る点 は、い くつ か

あげられ る。た とえば、（1）海外経験の有無、（2）

将来 の 進学希望、（3）丁寧語等の フ ォ
ー

マ ル な

言葉 の 使用、など で ある。以下に 4 年生 を対象

に したア ン ケー ト調査 の 結果に つ い て 示 す。

表 1．4 年生へ の アンケート結果

東小 学 校 西 小 学 校

海外 に行っ た こ とが ある

大学ま で 進 学する

先生 にて い ね い な言葉で 話す

（「よくある」と回答 した 割 合 ）

34 ．2％

35 ，1％

60 ．2％

8．8％

14．3％

18．2％

　表 1 を見れ ばわか る よ うに、東小 と西小 の 子

どもた ちが有す る文 化の 違い は明 らか で ある。

当 日は、こ うした違 い が両校 の 学校文化の 形成

に ど の よ うな影響 を及 ぼ し て い る の か に つ い

て、参与観 察調査 ・イン タビ ュ
ー調査 の 結果 も

交えなが ら考察する。
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